
今冬期の大雪等による被害情報　（第２０報）

１．文部科学省関係の被害情報 （3月25日11時00分時点）

（１）人的被害

　・栃木県の公立小学校で、児童3名が転倒により軽傷。

　・岩手県、埼玉県、東京都、神奈川県の私立高校・大学等で、生徒3名、学生4名が転倒により負傷。

（２）物的被害
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計

大学 19 幼 14 幼 40 社会教育 117 重文 20

共同利用 1 小 247 小 1 青年・少年の家 2 特史 1

高専 3 中 143 中 1 社会体育 55 史跡 31

高 140 高 13 文化施設 36 名勝 8

特 20 大学 19 天然 12

大学 2 短大 1 伝建群 4

その他 4 その他 12 登録 21
登録記念物 2

・主な被害状況： 体育館の屋根崩落、駐輪場の倒壊、防球ネットの破損、機械室の壁損傷、倒木　等
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                                   　　　　　　     ※これは速報値であり、数値等は今後も変わることがある。
                                　　　　　　        ※下線部は、前回からの変更箇所。
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２．文部科学省の対応

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　・平成26年（2014年）豪雪非常災害対策本部会議（第2回）に防災推進室長が出席
　　（同年2月19日）。

　・政府現地対策本部（山梨）と現地災害対策室（埼玉、群馬）にそれぞれ１名文部科学省の職員を
　　派遣（同年2月18日）。

　・各都道府県等に対し、「大雪等により影響を受ける受験生への配慮について（依頼）」を発出し、
    専修学校及び各種学校の入学者の選抜の実施に際し、大雪等により影響を受ける受験生に対す
    る配慮を要請。（同年2月19日）

　・全国の都道府県教育委員会に対し、防災態勢の強化を図るとともに、なだれや落雪等による被害
　　防止のため、児童生徒等の安全確保及び施設の安全確保等に万全を期すよう要請
　　（同年2月19日14時40分）。

　・平成26年（2014年）豪雪非常災害対策本部会議（第3回）に文教施設企画部長が出席
　　（同年2月20日）。

　・全国の都道府県教育委員会に対し、防災態勢の強化を図るとともに、なだれや落雪等による被害
　　防止のため、児童生徒等の安全確保及び施設の安全確保等に万全を期すよう改めて要請
　　（同年2月21日16時00分）。

　・平成26年豪雪文部科学省災害応急対策本部（本部長：大臣官房長）を設置
　　（同年2月18日12時30分）。

　・平成26年豪雪文部科学省災害応急対策本部会議を開催（同年2月18日17時30分）。

　・各都道府県教育委員会等に対し、「大雪等により影響を受ける受験生への配慮について（依頼）」
　　を発出し、高等学校等の入学者の選抜の実施に際し、大雪等により影響を受ける受験生に対する
    配慮を要請（同年2月18日）。

　・平成26年（2014年）豪雪非常災害対策本部会議（第4回）に文教施設企画部長が出席
　　（同年2月21日）。

　・平成26年（2014年）豪雪非常災害対策本部会議（第1回）に文教施設企画部長が出席
　　（同年2月18日）。

　・都道府県教育委員会（四国地方，九州地方を除く）に対し、防災態勢の強化を図るとともに、
　　児童生徒等の安全確保及び施設の安全確保等に万全を期すよう要請
    （同年12月26日18時10分）。

　・今冬期の大雪等への対応に係る関係省庁災害警戒会議に担当官が出席（同年12月25日）。

　・全国の都道府県教育委員会に対し、防災態勢の強化を図るとともに、児童生徒等の安全確保
　　及び施設の安全確保等に万全を期すよう要請（平成26年2月6日18時00分）。

　・全大学に対し、「大雪により影響を受けた受験生等への配慮について（依頼）」を発出し、大雪の
　　影響により、予定された大学入学者選抜実施日に受験できなかった受験生への配慮等を要請
　　（同年2月17日）。
　　（参考：http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senbatsu/1344306.htm）

　・全国の都道府県教育委員会に対し、防災態勢の強化を図るとともに、児童生徒等の安全確保
　　及び施設の安全確保等に万全を期すよう要請（同年2月13日11時30分）。

　・全国の都道府県教育委員会等関係機関に対し「降積雪期における防災態勢の強化等について」
　  の通知を発出（平成25年12月19日）。

　・大雪等の被害に係る関係省庁災害対策会議に防災推進室長が出席（同年2月17日）。

　・大雪等への対応に係る関係省庁災害警戒会議に防災推進室長が出席（同年2月14日）。

　・全国の都道府県教育委員会に対し、今後の気象情報に十分注意し、早めの帰宅を促すなど、
　　児童生徒等の安全確保に万全を期すよう要請（同年2月14日13時40分）。

　・全国の学校法人に対し、今後の気象情報に十分留意し、学生・教職員等の安全確保に努める
　　よう要請（同年2月14日17時11分）。

　・大雪等の被害に係る関係省庁災害対策会議に防災推進室長が出席（同年2月16日）。



　

　

　

　

　

　

　

　

３．今後の対応

　　引き続き教育委員会等と連携を密にしつつ、被害状況等の収集に努める。

　

　・全国の都道府県教育委員会等関係機関に対し「融雪出水期における防災態勢の強化について」
　　の通知を発出（同年3月13日）。

　・平成26年（2014年）豪雪非常災害対策本部会議（第9回）に施設企画課長が出席
　　（同年3月6日）。

　・全国の都道府県教育委員会に対し、防災態勢の強化を図るとともに、なだれや落雪等による被害
　　防止のため、児童生徒等の安全確保及び施設の安全確保等に万全を期すよう改めて要請
　　（同年2月25日15時00分）。

　・平成26年（2014年）豪雪非常災害対策本部会議（第7回）に文教施設企画部長が出席
　　（同年2月24日）。

　・平成26年（2014年）豪雪非常災害対策本部会議（第6回）に文教施設企画部長が出席
　　（同年2月23日）。

　・平成26年（2014年）豪雪非常災害対策本部会議（第5回）に文教施設企画部長が出席
　　（同年2月22日）。

　・各都道県教育委員会（北海道、東北、関東甲信、北陸地方）に対し、防災態勢の強化を図るととも
　　に、児童生徒等の安全確保及び施設の安全確保等に万全を期すよう要請
    （同年3月5日17時47分）。

　・各都県教育委員会（関東甲信地方）に対し、なだれに関する情報等に留意しつつ，防災態勢の強
　　化を図るとともに、児童生徒等の安全確保及び施設の安全確保等に万全を期すよう要請
　　（同年2月28日17時10分）。

　・平成26年（2014年）豪雪非常災害対策本部会議（第8回）に文教施設企画部長が出席
　　（同年2月25日）。

＜担当＞ 文教施設企画部施設企画課防災推進室
室 長 富田 大志 （内線2988）

専門官 松下 洋介 (内線3674）
電話：（代表）03－5253－4111 （直通）03－6734－2290


